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書評及び紹介

久武雅夫綮

『
數现經濟學原理

』

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

鈴

木

ar
一

(

四七〕

H p
‘

^'
f
スI

『

近
代
經
濟
學
の
歳

』

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

中

鉢

]]
-

;
美

§

——

ゴッ七ンへの批科

——

-r
-

^

Kti
i

『

經濟恐

S

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

常

0

政

治

C

五一D

市原乖ー衆

『

ドィッ經煢穋

』

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

小

島

三

P

Q
五)

——

ド
イ
ツ
的
綽
營
舉
の
坐
成
と
發
展

は
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が

き

.

戰
後
十
年
間
に
お
け
る
西
獨
の
目
覺
し
い
經
濟
復
興
の
過
程
に
っ
い
て
は
、
 

今
日
旣
に
わ
が
國
で
も
、
內
外
の
文
献
を
通
じ
て
廣
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ 

と
に一

九
四
八
年
の
通
貨
改
革
を「

起i

力」

と
し
て
、
順
調
な
再
建
の
軌
道 

に
乘
り
入
れ
た
こ
と
に
關
し
て
も
、
衆
目
の
一
致
す
る
所
と
見
ら
れ
る
。

0

E

E

0の
昨
年
度
西
獨
經
濟
規
勢
報
街
は
、
そ
の
胃
頭
に
こ
.

の̂

51
]

に
お 

け

經

濟

の

復

興

狀

況

に

っ

い

て

、
次
の
如
き
疆
り
ょ
き
槪
瞥
を
與
え
て 

い
る
。
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「

M

の
經
濟
復
興
は
、
多
く
の
メ
ム
バ
ー
諸
國
に
お
け
る
ょ
り
も
運
れ 

て
、
且
っ
低
い
水
準
か
ら
出
發
し
た
。
し
か
し
一
九
四
八
年
の
通
貨
改
苹
以 

降
、
そ
の
囘
復
は
極
め
て
念
連
で
ぁ
り
、
ま
た
人
口
の
激
增
を
伴
っ
た
。
現
在 

そ
の
人
口
ば
戰
前
に
比
し
て
；ニ
五
％
增
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
東
部
か
ら 

の
移
民
に
某
づ
く
。
.

M

の
防
衞
費
負
擔
は
、
他
の
メ
ム
バ
ー
諸
國
の
そ
れ
と 

は
性
質
を
異
に
し
、
か
く
て
そ
の
經
濟
は
M

に
特
有
の
線
に
沿
つ
て
進
展
し 

て
き
た
。
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西
獨
鐵
钢
業
の
復
興
過
程

.

•

一
九
五
一一

年
の
下
华
期
以
降
西
獨
に
お
け
る
經
濟
的
膨
脹
は
、
何
等
の
ィ
ン 

フ
レ
的
影
響
な
し
に
非
常
な
急
速
度
で
進
展
し
て
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
西
獨 

の
金
融
情
勢
は
人
口
の
增
大
に
も
拘
ら
ず
强
化
さ
れ
、
國
際
收
支
は
的
な 

餘
曝
を
擧
げ
、
ま
た
メ
ム
バ
ー
諸
國
か
ら
の
民
®

入
は
大
幅
に
自
由
化
さ
れ 

た
。
こ
の
樣
な
發
展
に
鑑
み
て
、
0

^

1

^

0の
第
五
次
年
次
報
传
書
は
將
來
に 

づ
い
て
の
樂
觀
諭
を
掲
げ
て
い
る
。

.

.

し
か
し
こ
の
同
じ
報
货
書
は
、
な
お
克
服
を
要
す
る
次
の
諸
困
難
に
つ
い
て 

の
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
困
難
と
は
、
卽
ち
社
會
と
り 

わ
け
難
民
0

を
含
み
、
ま
た
現
在
な
お
狹
隘
す
ぎ
る
資
本
市
場
や
高
す
ぎ
る 

利
子
率
に
關
す
る
金
融
技
術
上
の
i

、
特
別
の
投
資
努
力
が
な
お
要
泶
さ
れ 

る
基
礎
產
業
に
お
け
る
低
位
の
生
產
性
の
0

並
び
1

^
^

{

1̂

地
域
と
の
間
の 

西
獨
の
極
端
な
債
權
者
的
地
位
の
是
正
の
等
で
あ
る

.
。

」
.

報
赀
書
自
體
は
、
な
お
こ
の
最
後
の
問
題
を
重
要
視
し
て
、
そ
の
詳
細
な
檢 

討
に
移
る
わ
け
で
あ
る
が
、
多
少
長
す
ぎ
る
と
も
見
ら
れ
る
前
掲
の
引
用
は
、
 

誠
に
ょ
く
西
獨
經
濟
の
復
興
過
程
に
お
け
る
主
要
な
®

點
を
摘
出
し
て
い
る 
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